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インタビュー記事作成　incu-be09号掲載予定
本プログラムに参加した学生は、実際に東京農工大発ベンチャーを訪問し、その結果をレポートとしてまとめました。本記事は、インターンシッ
プに参加した田中 宏幸さん（東京農工大学 大学院 工学府応用化学専攻 修士1年）が作成したものです。

成果
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　インターンシップ終了後、本プログラムに参

加することでどのようなスキルを身につけるこ

とができたと感じたか、参加学生に対してアン

ケートを実施しました。各スキルについて、学ん

だと思う項目を5段階で評価してもらったとこ

ろ、グラフのような結果になりました。

学生アンケート
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　文章をつくるときの論理展開への意識と 1 文 1 文の位置づけ。

　技術者として学んできた技術（問題解決の方法）を技術と違っ

た面（事業化など）に活かせることを知った。文章の書き方を学

びました。先に骨組みから作っていくこと、これを学べてよかっ

たです。今後もとても役に立つはずです。今論文を書いているの

で、今回の構成を意識していきたいと思います。

　グループディスカッションをした後、自分の目標に対する

フィードバックをいただけたのが、ありがたかったです。「クリ

ティカルに欠けている」と言われたことも参考にしながら自己

のやりたいビジネスモデルとキャリアを作っていきたいと思いま

す。
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学んだこと
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　産業界が理系人材に求めるスキルを把握す

る本プログラムでは、産業界のニーズに則し

た人材を育成できるプログラムの開発を目的

としています。そのために産業界が理系大学

院生にどのようなスキルを期待しているのか

アンケートによる調査を実施しました。特に

必要と考えられるコミュニケーションスキル

およびビジネスマインドについて、詳細な 21

項目を提示したところ、産業界が即戦力とな

る人材に期待しているスキル上位 3 つは、右

記のスキルとなりました。実施後の学生アン

ケートにより、本プログラムでは、これら 6

つのスキルを中心に学ぶことができているこ

とが示されています。

企業アンケート：産業界が理系人材に求めるスキルを把握する

産業界が即戦力となる人材に求めるスキル（550社中60社が返答）

コミュニケーションスキル ビジネスマインド・スキル

相手の意図を的確に
理解することができる

自分と周囲の人々や物事などの
立場・状況を把握し対応するこ
とができる

相手のレベルに合わせた言葉使
いで、内容の説明ができる

相手の興味を把握し、価値を生
み出す企画（サービス・製品）を
考えることができる

科学的、論理的に矛盾のない資
料を作成することができる

主体的に行動することができる

とても
参考になる
12%

少し
参考になる
46%

どちらとも
いえない
31%

あまり参考に
ならない
２%

７%
まったく参考にならない 2%その他

コミュニケーションスキル・ビ
ジネスマインドは採用の基準
として参考になりますか？
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報道・広報活動

サイエンスアゴラサイエンスコミュケーションが仕事になる！？
～東大・東工大・農工大で始まる産業技術コミュニケーター育成プロジェクト～
日時：平成21年11月3日（火）　14時00分～15時15分
会場： 国際研究交流大学内村　東京国際交流館　会議室１

サイエンスアゴラ2009 　出展
産業と大学と学校とつなぐサイエンスコミュニケーション実践 
～リバネスが推進する教育・人材育成プログラム～
日時 ： 平成21年10月31日（土）～11月3日（火） 
10:30～16:00
会場 ： 東京国際交流館（3F メインホワイエ） 

日刊工業新聞　平成22年1月29日

産業技術コミュニケーター人
材の育成を進めるに当たり今
後行ってほしいこと

物事の従来の
枠組みから外れた発想力

国際感覚を持った人材

自らの専門性に固執せず、市場の変化
に合わせた多様な業務への適応性、展
開可能性

柔軟性や汎用性のある思考、
ストレス耐性、意欲的に取り組む

ロジカルシンキング


